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は
じ
め
に

　

本
県
に
お
け
る
刑
法
犯
認
知
件
数
に
つ
い
て
は
、令
和
３
年
ま
で
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、令
和
４
年
か
ら
増
加
に
転
じ
、

令
和
５
年
は
１
３
、３
２
６
件
と
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
人
口
１
０
万
人
当
た
り
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
６
９
０

件
と
４
７
都
道
府
県
中
２
番
目
に
多
い
状
況
で
す
。
県
民
の
皆
様
の
身
近
に
発
生
す
る
犯
罪
で
は
、
特
殊
詐
欺
は
、
高
齢

者
を
中
心
に
依
然
と
し
て
被
害
が
多
発
し
て
お
り
、
ま
た
、
乗
り
物
盗
、
車
上
ね
ら
い
、
忍
び
込
み
等
の
侵
入
盗
が
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
注
意
が
必
要
で
す
。

　

県
で
は
、平
成
16
年
６
月
16
日
に
「
群
馬
県
犯
罪
防
止
推
進
条
例
」
を
施
行
し
、条
例
施
行
日
に
ち
な
み
毎
月
16
日
を
「
県

民
防
犯
の
日
」
と
定
め
、
県
民
・
事
業
者
・
警
察
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
犯
罪
の
起
こ
り
に
く
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
27
年
５
月
、
金
融
機
関
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
者
、
関
係
団
体
等
の
参
加
に
よ
る
「
群
馬
県
振
り
込
め

詐
欺
等
根
絶
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ(
令
和
２
年
４
月
、
名
称
を
「
群
馬
県
特
殊
詐
欺
等
根
絶
協
議
会
」
に
変
更)

、
行
政
・

警
察
・
民
間
企
業
・
関
係
団
体
が
一
体
と
な
り
、
特
殊
詐
欺
根
絶
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
書
は
、
県
民
の
皆
様
の
身
近
で
発
生
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
、
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
対
策
と
、
万
が
一
犯

罪
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
基
本
的
な
対
処
法
等
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
デ
ー
タ
の
更
新
や
内
容
の
一
部
見
直
し
を
行

い
改
訂
版
を
毎
年
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
に
は
、
本
書
を
参
考
に
日
常
生
活
等
に
お
い
て
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
自
ら
安
全
の
確
保
に

努
め
て
い
た
だ
き
、「
自
分
の
安
全
や
財
産
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
自
主
防
犯
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地

域
の
安
全
は
地
域
で
守
る
と
い
う
「
地
域
防
犯
」
の
推
進
に
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
６
年
９
月
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デ
ー
タ
で
見
る
犯
罪
情
勢

デ
ー
タ
で
見
る
犯
罪
情
勢

認知件数 検挙件数 検挙率

7,190件
減少！

3,393件
減少！

4,291件
減少！ 1,039件

減少！

2,620件
減少！

1,899件
減少！

1,230件
減少！ 651件

減少！

1,510件
減少！ 1,038件

減少！

1,507件
減少！

2,269件
減少！

901件
減少！

904件
減少！ 1,734件

減少！

1,080件
増加！

502件
減少！

886件
減少！
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0

75%
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45

30

15

0
 平16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 令元 2 3 4 5

（件数）

42,64342,643

35,453

32,060

27,769 26,730
24,110

22,211
20,981 20,330

18,820 17,782
16,275

14,006 13,105 12,201 11,699
9,965 9,079 10,159

14,067

11,052 10,829 10,472 11,37010,522 11,078
9,100 9,279

8,188 8,229 7,931 7,004 6,899 6,110 5,987 5,1215,465 4,962 5,342

令和5年の県内の刑法犯認知件数１3,326件
●令和３年まで減少していたが、令和4年から増加に転じた。
●認知件数の前年比増加率は31.2％
●人口１０万人当たり認知件数690件は、全国４７都道府県中2位 （前年は8位）
●令和5年の検挙件数5,342件、検挙率40.1％
※刑法犯認知件数とは：
　刑法犯のうち、被害届や告訴、告発、その他の端緒により、その犯罪の発生を警察が認知した事件の数をいう。
※「人口１０万人当たり認知件数」の人口は、令和5年1月1日現在住民基本台帳に基づく人口を参照

■本県の犯罪情勢（刑法犯認知件数、検挙件数、検挙率の推移）

■刑法犯の罪種別内訳
本県における刑法犯認知件数のうち、
「窃盗犯（泥棒）」が
約７割を占めています。
※特殊詐欺は、知能犯に含まれます。

■窃盗犯の手口別内訳
窃盗犯のうち一番多いものは「万引き」、
次いで「自転車盗」、「住宅対象侵入窃盗」などが
続いています。住宅や事務所などへの
「侵入盗」は窃盗犯全体の約１9％です。

3,167件
増加！

13,326

33.0%
31.2%

33.8% 37.7%
39.4%

47.2%
49.9%

43.4%
45.6%

43.5%43.5%
46.3%

48.7% 50.0%
52.6%

50.1%

51.2%
54.8% 56.4%

48.8%

40.1%

凶悪犯・風俗犯
1.3%

知能犯
4.7%

窃盗犯

74.4%

粗暴犯
7.9%

その他
11.7% 住宅

対象
5.9%

万引き
17.6%

その他の
非侵入盗
39.8%

オートバイ盗 0.8%

自動車盗 1.9%

車上ねらい 5.3%

その他 10.2%

事務所・出店 2.9%

自転車盗
15.6%

非
侵
入
盗
 6
2.
6%

侵入盗 19.0%
　
  乗
り
物
盗
 18.3%

刑法犯の分類
凶悪犯・・・・殺人、強盗、放火及び強制性交等
粗暴犯・・・・暴行、傷害、脅迫、恐喝及び凶器準備集合
窃盗犯・・・・窃盗
知能犯・・・・詐欺、横領、偽造、汚職、背任
風俗犯・・・・賭博、わいせつ
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群馬県内の特殊詐欺被害状況(令和５年）

特殊詐欺認知件数の推移

令和５年の被害状況

※認知件数とは、被害届等の端緒により、発生を警察が認知した事件の数をいう。

発生件数 前年比 被害額 前年比
特 殊 詐 欺 全 体 164件 ー 53件 約５億1,460万円 ー約5,180万円
オ レ オ レ 詐 欺 54件 ー 26件 約１億4,260万円 ー約4,730万円
預 貯 金 詐 欺 20件 ー 11件 約1,690万円 ー約3,640万円
架 空 料 金 請 求 詐 欺 25件 ＋ ８件 約２億5,290万円 ＋約4,270万円
還 付 金 詐 欺 17件 ＋ー 0件 約2,470万円 ＋約460万円
融 資 保 証 金 詐 欺 ３件 ＋ ２件 約1,180万円 ＋約1,150万円
金 融 商 品 詐 欺 ４件 ＋ ４件 約2,420万円 ＋約2,420万円
ギ ャ ン ブ ル 詐 欺 ０件 ＋ー 0件 ０円 ＋ー 0円
交 際 あ っ せ ん 詐 欺 ０件 ＋ー 0件 ０円 ＋ー 0円
そ の 他 ２件 ＋ ２件 約170万円 ＋約170万円
キャッシュカード詐欺盗 39件 ー32件 約3,970万円 ー約5,270万円
※ 令和2年1月1日から特殊詐欺が１０類型になり、預貯金詐欺はオレオレ詐欺とは別の区分となった。
  （令和元年統計では預貯金詐欺はオレオレ詐欺に含まれていた。）
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115
-11
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8
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■被害者の年齢・男女別

■被害状況の特徴

■主な手口
●オレオレ詐欺が最多(54件)
●キャッシュカードを狙った手口が約3分の1以上
※（警察等をかたって電話をかけ、キャッシュカードを準備
させて隙を見て窃取するキャッシュカード詐欺盗や、
キャッシュカードをだまし取る預貯金詐欺と合わせると、
キャッシュカードを狙った手口が36%を占める。）

●1件当たり被害額が高額化
※（令和5年1件当たりの平均被害額約310万円）

●高齢者(65歳以上)が全体の78.0%(128人)
●女性が大半(76.8%)
●60 ～ 64歳の被害は、還付金詐欺によるものが多い。（23人中 17人）

●前年に比べ「振込」の割合が2倍以上に増え、
「現金手交」、「キャッシュカード詐欺盗」及
び「キャッシュカード手交」の割合は減少

●「電子マネー」が前年の1件から8件に急増
●「その他」の1件は暗号資産によるもの

男性
38人
23.2%

女性
126人
76.8%

65歳以上
128人
78.0%

60～64歳
23人
14.0%

50～59歳
4人
2.4%

49歳以下 9人 5.5%

融資保証金
3件
1.8%

金融商品
4件
2.4%

その他
2件
1.2%

還付金
17件
10.4%

架空料金請求
25件
15.2%
預貯金
20件
12.2%

キャッシュカード
詐欺盗
39件
23.8%

オレオレ
54件
32.9%

電子マネー
8件
4.9%

その他
1件
0.6%

収納代行
1件
0.6%

送付
2件
1.2%

振込
43件
26.2%

キャッシュカード手交
23件
14.0%

キャッシュカード
詐欺盗
39件
23.8%

現金手交
47件
28.7%

特殊詐欺被害の内訳
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オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺

オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺

さ
な
い
。

●  

電
話
で
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
」
と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
を
疑
う
。

預
貯
金
詐
欺

〈
手
口
〉

電
話
で
、
警
察
官
、
銀
行
協
会
職
員
等
を

名
乗
り
、「
あ
な
た
の
口
座
が
犯
罪
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
交

換
手
続
き
が
必
要
で
す
。」
と
言
っ
た
り
、

役
所
、
金
融
機
関
職
員
等
を
名
乗
り
、「
医

療
費
な
ど
の
還
付
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら

で
手
続
き
を
す
る
の
で
カ
ー
ド
を
取
り
に
行

き
ま
す
。」
な
ど
と
言
っ
て
暗
証
番
号
を
聞

き
出
し
、
犯
人
が
訪
ね
て
来
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
る(

脅
し
取
る)

。

《
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
》

●  

相
手
が
警
察
官
や
金
融
機
関
の
職
員
な

ど
を
名
乗
っ
て
い
て
も
、
暗
証
番
号
は
、

他
人
に
は
教
え
な
い
。(

言
わ
な
い
。
書

か
な
い
。)

●  

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

　

は
、
誰
に
も
見
せ
な

　

い
、
渡
さ
な
い
。

【
特
殊
詐
欺
と
は
】

「
電
話
や
メ
ー
ル
、
ハ
ガ
キ
や
Ｓ

Ｍ
Ｓ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
対
面
す
る
こ
と
な
く
信

頼
さ
せ
、
不
特
定
の
人
か
ら
現
金
等

を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
」

令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
分
類
が

変
更
さ
れ
10
類
型
に
な
り
ま
し
た
。

な
く
し
た
。
中
に
大
切
な
書
類
、
小
切
手
、

取
引
に
使
う
現
金
が
入
っ
て
い
た
。」「
す
ぐ

に
お
金
を
用
意
し
な
い
と
会
社
に
迷
惑
が
か

か
る
。」
な
ど
と
言
っ
て
現
金
を
用
意
さ
せ
、

自
分
の
代
わ
り
に
上
司
の
息
子
や
信
用
の
で

き
る
知
人
が
現
金
を
預
か
り
に
行
く
こ
と
を

伝
え
、
そ
れ
ら
の
者
が
訪
問
し
現
金
を
だ
ま

し
取
る
。

〈
手
口
２
〉

警
察
官
を
名
乗
り
、「
あ
な
た
の
口
座
が

犯
罪
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。」な
ど
と
言
っ

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
開
設
を

指
示
し
て
そ
の
口
座
に
現
金
を
振
り
込
ま
せ

た
後
、
不
正
送
金
に
よ
っ
て
だ
ま
し
取
る
。

《
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
》

●  

家
族
で
合
い
言
葉
を
決
め
て
お
く
。

●  

い
っ
た
ん
電
話
を
切
り
、「
携
帯
電
話
に

登
録
し
て
あ
る
連
絡
先
」
や
「
以
前
か

ら
使
用
し
て
い
る
連
絡
先
」
に
連
絡
し
、

本
人
や
身
内
に
事
実
か
確
認
す
る
。

●  

現
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
、
本
人

以
外
の
人(

代
理
人
や
会
社
の
人)

に
は
渡

オ
レ
オ
レ
詐
欺

〈
手
口
１
〉

被
害
者
を
信
用
さ
せ
る
た
め
、
あ
ら
か

じ
め
電
話
で
医
師(

病
院)

を
名
乗
り
、「
息

子
さ
ん
が
、現
在
病
院
で
ノ
ド
の
治
療(

手

術)

を
受
け
て
い
る
。」「
治
療
後
に
電
話

を
さ
せ
る
。」
な
ど
と
言
う
手
口
が
増
え

て
い
る
。
そ
の
後
、
息
子
や
孫
な
ど
の
親

族
を
名
乗
り
「
カ
バ
ン
、
書
類
、
財
布
を
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キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
盗（
窃
盗
）

〈
手
口
〉

電
話
で
、
警
察
官
や
銀
行
協
会
、
大
手
百
貨
店
等

の
職
員
を
名
乗
り
、「
あ
な
た
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
が
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
使
え
な
い
よ
う

に
す
る
。」
な
ど
と
言
う
。
そ
の
後
犯
人
が
訪
ね
て

来
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
封
筒
に
入
れ
さ
せ
、

印
鑑
等
を
取
り
に
行
く
よ
う
指
示
し
て
、
本
人
を
玄

関
先
か
ら
離
れ
さ
せ
た
隙
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

す
り
替
え
る
な
ど
し
て
盗
み
取
る
手
口
。

《
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
》

●  

相
手
が
警
察
官
や
金
融
機
関
の
職
員
な
ど
を
名

乗
っ
て
い
て
も
、
暗
証
番
号
は
、
他
人
に
は
教

え
な
い
。(

言
わ
な
い
。
書
か
な
い
。)

●  

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
、
誰
に
も
見
せ
な
い
、
渡

さ
な
い
。

還
付
金
詐
欺

〈
手
口
〉

電
話
で
市
役
所
や
国
の
機
関
を
装
っ
て
、医
療
費
、

税
金
、
保
険
料
等
に
つ
い
て
、「
還
付
金
が
あ
る
の

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。」
な
ど
と
言
っ
て
、
被

害
者
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
、
被
害
者
の
口
座
か
ら

犯
人
の
口
座
に
送
金
さ
せ
る
。

《
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
》

●  

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）
で
は
、
還
付
金
、

給
付
金
を
受
け
取
る
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

●  

還
付
金
、
給
付
金
が
あ
る
と
言
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
に

誘
導
し
よ
う
と
す
る
の
は
詐
欺
で
す
。

【
ま
と
め
】

● 

特
殊
詐
欺
電
話
対
策
機
器
を
設
置
し
ま
し
ょ

う
。(

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ)

● 

暗
証
番
号
を
他
人
に
教
え
な
い(

言
わ
な
い
、

書
か
な
い)

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

● 

他
人
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
見
せ
た
り
、
渡

し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

● 
「
他
人
に
は
話
さ
な
い
で
」
と
言
わ
れ
て
も
警

察
や
家
族
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

● 

相
手
か
ら

「
現
金
」

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」

「
暗
証
番
号
」

「
コ
ン
ビ
ニ
の
○
○
カ
ー
ド
」

　

 

の
言
葉
が
出
た
ら
、
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。
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特
殊
詐
欺
電
話
対
策
機
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
預
貯
金
詐
欺
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
盗
、

還
付
金
詐
欺
の
被
害
防
止
に
は
、
特
に
有
効
で
す
。

・
特
殊
詐
欺
は
、
犯
人
か
ら
の
１
本
の
電
話
か
ら
始
ま
る
こ
と
が
多
く
、
被
害
防
止
に
は
、
犯
人
か
ら
の
電
話
に
出

な
い
こ
と
が
、
有
効
な
対
策
で
す
。
そ
の
た
め
、
特
殊
詐
欺
電
話
対
策
機
器(

防
犯
機
能
付
き
電
話
機
や
特
殊
詐
欺

電
話
対
策
装
置)

を
設
置
す
る
こ
と
で
、
被
害
の
多
く
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
防
犯
機
能
付
き
電
話
機
】（
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
名
称
が
「
迷
惑
防
止
」「
自
動
着
信
前
警
告
」
な
ど
異
な
り
ま
す
。）

電
話
が
か
か
っ
て
く
る
と
、「
こ
の
電
話
は
、
迷
惑
電
話
防
止
の
た
め
、
自
動
録
音
さ
れ
ま
す
」
な
ど
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
が
流
れ
た
後
に
、
着
信
音
が
鳴
り
ま
す
。
録
音
を
嫌
う
犯
人
は
、
警
告
音
声
が
流
れ
た
時
点
で
電
話
を
切

る
た
め
、
被
害
防
止
に
効
果
的
で
す
。

留
守
番
電
話
機
能
や
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
使
え
る
電
話
機
は
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
利
用
し
て
、
知
ら
な

い
電
話
番
号
か
ら
の
電
話
は
留
守
番
電
話
で
対
応
す
る
の
も
有
効
で
す
。（
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
申
込
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
特
殊
詐
欺
ダ
イ
ヤ
ル 

０
１
２
０
・
７
２
２
・
４
５
５
）

【
特
殊
詐
欺
電
話
対
策
装
置
】

機
能
は
、
防
犯
機
能
付
き
電
話
機
と
同
じ
で
す
。
既
存
の
固
定
電
話
機
を
買
い
換
え
る
こ
と
な
く
、
工
事
不
要
で
設
置
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○  

緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
で
電
話
回
線
・
設
備
を
使
用
す
る
機
器
が
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
特
殊
詐
欺
電
話
対
策
装
置

が
正
常
に
作
動
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
提
供
者(

事
業
者
や
市
町
村)

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

市
町
村
に
よ
っ
て
は
、
防
犯
機
能
付
き
電
話
機
・
特
殊
詐
欺
電
話
対
策
装
置
の
貸
出
し
や
、
購
入
費
の
補
助
事
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

群
馬
県
警
で
も
特
殊
詐
欺
電
話
対
策
装
置
貸
出
し
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
管
轄
の
警
察
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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架
空
料
金
請
求
詐
欺

〈
手
口
１
〉

　

有
料
サ
イ
ト
や
消
費
料
金
等
に
つ
い
て
、

「
未
払
い
の
料
金
が
あ
り
ま
す
。
今
日
中
に

払
わ
な
け
れ
ば
裁
判
に
な
り
ま
す
。」
な
ど

と
電
話
や
メ
ー
ル
や
ハ
ガ
キ
な
ど
で
知
ら

せ
、
金
銭
等
を
だ
ま
し
取
る(

脅
し
取
る)

。

自
動
音
声
や
、
国
際
電
話
番
号
か
ら
の
電
話

も
多
い
。

〈
手
口
２
〉

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
の
画
面
に
「
あ

な
た
の
パ
ソ
コ
ン
が
ウ
イ
ル
ス
感
染
し

て
い
ま
す
。
至
急
○
○
へ
電
話
を
し
て

く
だ
さ
い
。」
と
い
う
警
告
画
面
が
表
示

さ
れ
、
画
面
記
載
の
電
話
番
号
に
連
絡
し

た
人
に
対
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
修
復
や
ウ

イ
ル
ス
を
除
去
す
る
、
保
守
料
、
サ
イ

バ
ー
保
険
料
な
ど
の
名
目
で
お
金
を
だ
ま

し
と
る
手
口
。
電
話
の
相
手
が
、
片
言
の

日
本
語
を
話
す
場
合
が
多
い
の
が
特
徴
。 

　
〈
手
口
１
〉〈
手
口
２
〉
と
も
に
、
コ
ン
ビ

ニ
で
売
っ
て
い
る
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
○

万
円
分
買
っ
て
、
カ
ー
ド
の
番
号
（
お
金
と

同
等
の
価
値
が
あ
る
）
を
伝
え
る
よ
う
指
示

す
る
場
合
が
多
い
。

《
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
》

●  

メ
ー
ル
、
ハ
ガ
キ
、
封
書
で
身
に
覚
え

の
な
い
料
金
が
請
求
さ
れ
た
ら
、
相
手

に
せ
ず
、
記
載
さ
れ
て
い
る
電
話
番
号

に
は
絶
対
に
電
話
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●  

不
安
を
感
じ
る
場
合

は
、
家
族
、
近
所
の

人
な
ど
身
近
な
人
、

警
察
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

●  
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
の
警
告
画
面
の
電

話
番
号
に
は
電
話
せ
ず
、
パ
ソ
コ
ン
を
再

起
動
す
る
な
ど
し
て
警
告
画
面
を
消
し

ま
し
ょ
う
。（
詳
し
く
は
、
独
立
行
政
法

人
情
報
処
理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

〈
手
口
３
〉

住
宅
メ
ー
カ
ー
の
社
員
を
名
乗
る
犯
人
か

ら
「
老
人
ホ
ー
ム
に
優
先
的
に
入
居
で
き
る

権
利
が
あ
る
」「
あ
な
た
の
名
義
を
貸
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
と
い
う
電
話
が
入
り
、
そ
の

後
、
損
害
保
険
会
社
・
金
融
庁
・
弁
護
士
な

ど
を
名
乗
る
別
の
犯
人
か
ら
「
名
義
貸
し
は

犯
罪
に
な
る
」
な
ど
の
電
話
が
あ
り
、
ト
ラ

ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め
の
費
用
と
し
て
、
高

額
な
現
金
を
だ
ま
し
取
る(

脅
し
取
る)

。

《
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
》

●  

電
話
で
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
権
の
話
が

出
た
ら
詐
欺
で
す
。
名
義
貸
し
や
権
利

を
譲
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
も
断
り
ま

し
ょ
う
。

●  

現
金
を
宅
配
便
な
ど
で
送
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
電
話
の
相
手
か
ら
言

わ
れ
た
ら
詐
欺
を
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

融
資
保
証
金
詐
欺

〈
手
口
〉

融
資
会
社
を
名
乗
り
、

低
金
利
や
無
担
保
の
高
額

融
資
を
勧
誘
す
る
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
等
を
送
り

付
け
、
融
資
の
申
し
込
み
に
対
し
て
、「
手

数
料
や
保
証
金
、
支
払
い
能
力
の
確
認
」
な

ど
の
名
目
で
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
。
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《
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
》

●  
融
資
の
前
に
現
金
の
振
込
み
を
要
求
す

る
も
の
は
要
注
意
で
す
。
絶
対
に
お
金

を
振
り
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

金
融
商
品
詐
欺

〈
手
口
〉

社
債
や
未
公
開
株
な
ど
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
自
宅
に
送
り
付
け
た
後
、

電
話
勧
誘
な
ど
で
、「
△
△
会
社
の
社
債
を

買
っ
て
く
れ
た
ら
、
後
で
３
倍
で
買
い
取

る
。」「
必
ず
儲
か
る
。」
な
ど
と
言
い
現
金

を
だ
ま
し
取
る(

脅
し
取
る)

。

こ
れ
ら
以
外
に
も
、
金
、
赤
サ
ン
ゴ
な
ど

を
口
実
に
必
ず
儲
か
る
こ
と
を
強
調
し
、
現

金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
が
あ
る
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。

《
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
》

●  「
あ
な
た
だ
け
。」「
絶
対

に
儲
か
る
。」
等
と
言
わ

れ
た
ら
詐
欺
を
疑
い
ま

し
ょ
う
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
詐
欺

〈
手
口
〉

「
パ
チ
ン
コ
打
ち
子
募
集
」「
宝
く
じ
の
当

選
番
号
を
教
え
る
。」
等
と
雑
誌
に
掲
載
し

た
り
、
メ
ー
ル
を
送
り
付
け
、
会
員
登
録
等

を
申
し
込
ん
で
き
た
人
に
、
登
録
料
や
情
報

料
と
し
て
現
金
を
支
払
わ
せ
て
金
銭
等
を
だ

ま
し
取
る(

脅
し
取
る)

。

《
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
》

●  

ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
必
ず
儲
か
る
事
は
あ
り

ま
せ
ん
。
宝
く
じ
の
当
選
番
号
は
事
前

に
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
話
が

出
た
ら
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

交
際
あ
っ
せ
ん
詐
欺

〈
手
口
〉

「
異
性
紹
介
」
等
と
雑
誌
に
掲
載
し
た
り
、

メ
ー
ル
を
送
り
付
け
、
異
性
の
紹
介
を
申
し

込
ん
で
き
た
人
に
、
会
員
登
録
料
金
や
保
証

金
と
し
て
金
銭
等
を
だ
ま
し
取
る(
脅
し
取

る)

。

《
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
》

●  「
デ
ー
ト
す
る
だ
け
で
お
金
が
も
ら
え

る
。」「
必
ず
交
際
で
き
る
。」
等
と
言
わ

れ
た
ら
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
の
特
殊
詐
欺

　

前
記
の
類
型
に
該
当
し
な
い
特
殊
詐
欺
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺

〈
手
口
〉

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
「
著
名
人
が
投
資
を
指

導
し
て
く
れ
る
」
な
ど
と
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク

や
チ
ャ
ッ
ト
に
招
待
し
、
偽
投
資
サ
イ
ト
に

誘
導
し
て
金
銭
等
を
だ
ま
し
取
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
ロ
マ
ン
ス
詐
欺

〈
手
口
〉

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
恋
愛
感
情
や
親
近
感
を

抱
か
せ
、
投
資
金
な
ど
様
々
な
名
目
で
金
銭

等
を
だ
ま
し
取
る
。
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《
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
》

　

怪
し
い
グ
ル
ー
プ
に
招
待
さ
れ
た
ら
、
決

し
て
発
言
せ
ず
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
通
報
機
能
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
知
ら
な
い
人
か
ら
の
ト
ー
ク

や
グ
ル
ー
プ
招
待
が
届
か
な
い
よ
う
な
設
定

に
し
ま
し
ょ
う
。（
設
定
↓
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

管
理
↓
メ
ッ
セ
ー
ジ
受
信
拒
否
を
オ
ン
）

【
金
融
機
関
の
窓
口
で
の
お
声
か
け
に
つ
い
て
】

　

群
馬
県
内
で
は
、
警
察
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

の
た
め
、
金
融
機
関
の
窓
口
で
、
高
齢
者
が
多
額
の
お
金
を
引
き
出
そ
う

と
す
る
時
に
理
由
を
尋
ね
ま
す
。
ま
た
、
金
額
が
３
０
０
万
円
以
上
の
場

合
、
警
察
に
全
件
通
報
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
防
止
の
た
め
の
お
声
が
け
な
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
限
度
額
の
引
下
げ
を
し
ま
し
ょ
う
】

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
一
日
の
利
用
限
度
額
（
引
出
し
、
振
り
込
み
等
）
を
引
下

げ
て
お
く
こ
と
で
、
万
が
一
詐
欺
や
カ
ー
ド
盗
難
な
ど
の
被
害
に
遭
っ
た

場
合
で
も
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

窓
ロ
で
は
制
限
が
な
く
、
ま
と
ま
っ
た
金
額
の
取
引
が
可
能
で
す
。

※
利
用
限
度
額
の
引
下
げ
手
続
き
は
窓
口
や
一
部
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
で
き
ま
す
。

　

各
金
融
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
被
害
に
遭
っ
て

し
ま
っ
た
ら
】

●  

１
１
０
番
通
報
す
る
な
ど
す
ぐ
に
警

察
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

●  

被
害
口
座
の
停
止
を
金
融
機
関
に
依

頼
し
ま
し
ょ
う
。

●  

メ
モ
や
振
込
用
紙
等
は
捨
て
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●  

連
絡
の
や
り
と
り
の
記
録
を
ス
ク

リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
を
撮
る
な
ど
し
て

残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。(

メ
ー
ル
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
通
話
履
歴
等)

ストップ ! 特殊詐欺♪
『ウサギとカメ』♪
（知事と歌おう）

ストップ ! 特殊詐欺♪
『ウサギとカメ』♪
（知事と歌おう（フルバージョン））

ストップ ! 特殊詐欺♪
『でん・でん・むしのうた』♪
（知事と歌おう）

ストップ ! 特殊詐欺♪
『でん・でん・むしのうた』♪
（なんと、２番もあるよ Ver.） 被害の阻止状況 (令和５年 )

約 6,920 万円53.8%184件
※被害の阻止とは第三者が介入したことにより、詐欺と気付かせ
るなどして詐欺被害を阻止した事案のことを言います。
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空
き
巣
・
忍
込
み
な
ど
の
侵
入
盗
難

空
き
巣
・
忍
込
み
な
ど
の
侵
入
盗
難

手
口
と
現
状

本
県
に
お
け
る
令
和
５
年
中
の
侵
入
窃

盗
犯
罪
は
１
、８
８
６
件
で
、
前
年
に
比
べ

て
５
７
３
件(

43.6
％)

増
加
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入

窃
盗
犯
罪
は
５
８
２
件
で
、
侵
入
窃
盗
犯

罪
の
30.9
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

対 策 対 策

■住宅対象　侵入手段別　認知状況

防犯性能の高い建物
部品を活用すること
は泥棒の侵入を防ぐ
ことに有効です。
侵入に5分以上かか
ると約７割が侵入を
諦めるとされていま
す。

「鍵掛け」が基本で
す。短時間の外出で
も必ず鍵をかけま
しょう。

むじま 　　

無締り
34.9%

ガラス破り
51.5%

その他
13.6%

■住宅対象侵入窃盗認知状況

空き巣
57.9%

忍込み
40.7%

居空き
1.4%

●空き巣 ･･･家人が留守中に泥棒に入ること
●忍

しのびこ

込み ･･･家人が就寝中に泥棒に入ること
●居

い あ

空き ･･･家人が在宅中に泥棒に入ること

泥
棒
の
多
く
は
、
犯
行
前
に
下
見
を
行
い
、「
入
り
や
す
く
逃
げ
や
す
い
か
」、「
留

守
が
ち
の
家
か
」
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
留
守
の
確
認
方
法
は
、「
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
で
呼
ん
で
み
る
」、「
動
き
を
見
張
る
」、「
部
屋
の
明
か
り
の
点
灯
状
況
を

確
認
」
な
ど
で
す
。

ま
た
、
住
宅
だ
け
で
な
く
、
空
き
家
を
狙
っ
た
侵
入
窃
盗
が
非
常
に
増
加
し
て
い

ま
す
。

空
き
家
に
貴
重
品
を
置
か
な
い
、
定
期
的
に
手
入
れ
を
す
る
な
ど
の
管
理
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。
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■
そ
の
他
の
対
策

●
在
宅
中
だ
か
ら
と
安
心
せ
ず
、
ド

ア
や
窓
の
鍵
を
か
け
る
。

●
郵
便
ポ
ス
ト
に
も
鍵
を
か
け
る
な

ど
、
個
人
情
報
に
注
意
す
る
。

■
地
域
全
体
で

　取
り
組
む
こ
と
が
大
切

●
泥
棒
は
対
策
の
弱
い
家
を
狙
い
ま

す
。
自
分
の
家
だ
け
で
は
な
く
、「
自

分
が
住
む
地
域
に
泥
棒
を
侵
入
さ

せ
な
い
」
よ
う
、
一
戸
一
灯
運
動

な
ど
地
域
全
体
で
防
犯
に
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
周
囲
の
道
路
や
ゴ
ミ
集
積
場
周
辺

の
環
境
美
化
に
努
め
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
地
域
住
民
が
地
域
内
の

こ
と
に
関
心
を
持
ち
、
連
帯
感
が

あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
泥
棒
が
寄
り
付
き
に

く
く
な
り
ま
す
。

「
郵
便
受
け
に
郵
便
物
や
新
聞
を
た
め
た
ま
ま
に
し

な
い
」、「
雨
戸
を
閉
じ
た
ま
ま
に
し
な
い
」、
留
守

番
電
話
の
応
答
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
外
出
中
」
と
せ
ず
、

「
た
だ
い
ま
来
客
中
」
な
ど
と
工
夫
し
、
不
在
で
あ

る
こ
と
を
悟
ら
れ
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。

　ま
た
、
隣
近
所
の
方
に
、
時
々
家
の
様
子
を
見
て

く
れ
る
よ
う
頼
む
こ
と
も
必
要
で
す
。
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声
を
か
け
ら
れ
た

警
察
官
に
出
会
っ
た

犬
を
飼
っ
て
い
た

補
助
錠

合
わ
せ
ガ
ラ
ス

面
格
子

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム

防
犯
カ
メ
ラ

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト

防
犯
看
板

　ガラスを破ったり鍵を開けたりするのに時間がかか
るほど、侵入を諦める率は高くなります。侵入に5分以
上かかると約70%の泥棒が侵入を諦め、10分以上では
約90%が諦める、という調査結果が出ています。防犯対
策は、「最低5分間は持ちこたえる対策」が必要です。

「声をかけられた」が他を大きく
引き離して首位となっています。
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車
上
ね
ら
い

車
上
ね
ら
い

手
口
と
現
状

本
県
に
お
け
る
令
和
５
年
中
の
車
上
ね
ら
い
の

被
害
は
、
５
２
４
件
で
、
前
年
に
比
べ
て
74
件

(

16.4
％)

増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
61.3
％
が
カ

ギ
を
掛
け
ず
に
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
被
害
品
で
は
バ
ッ
グ
・
財
布
類
が
最
も

多
く
、
携
帯
電
話
機
や
カ
ー
ド
類
、
通
帳
、
保
険

証
な
ど
も
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

発
生
場
所
別
で
は
、
自
宅
駐
車
場
・
店
舗
駐
車

場
・
道
路
上
で
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
空

き
地
や
学
校
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く

は
人
通
り
の
少
な
い
道
路
や
ひ
と
気
の
な
い
駐
車

場
に
止
め
ら
れ
た
車
が
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

●  

車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
短
時
間
で
も
窓
を

確
実
に
閉
め
ド
ア
を
ロ
ッ
ク
す
る
。

●  

監
視
の
行
き
届
い
た
駐
車
場
を
利
用
し
、
路

上
駐
車
し
な
い
。
ま
た
、
夜
間
は
明
る
い
場

所
に
駐
車
す
る
。

●  

貴
重
品
、
現
金
、
バ
ッ
グ
類
を
車
内
に
置
い

た
ま
ま
に
し
な
い
。

犯
人
は
、「
バ
ッ
グ
の
中
に
は
現
金
が
入
っ
て

い
る
」
と
思
い
、
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て
盗
み
ま
す
。

車
内
に
置
い
た
ま
ま
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

●  

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を

設
置
す
れ
ば
、
記
録
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
犯
行
を

思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
効
果

も
期
待
で
き
る
。

●  「
音
と
光
」
を
出
す
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
機
器
（
盗

難
防
止
警
報
装
置
）
な

ど
を
車
に
取
り
付
け
、

万
一
の
時
、
犯
行
を
諦

め
さ
せ
る
。

被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら

●  

警
察
に
被
害
届
を
出
す
前
に
は
、
な
る
べ
く

車
内
に
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

●  

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
が
盗
ま
れ
た
場
合

は
、
カ
ー
ド
会
社
へ
の
連
絡
を
行
う
。

　

(

24
時
間
可)

●  

盗
難
保
険
で
対
応
す
る
場
合
は
、
契
約
保
険

会
社
な
ど
に
連
絡
し
て
指
示
を
受
け
る
。

●  

窓
ガ
ラ
ス
な
ど
が
壊
さ
れ
た
場
合
、
ガ
ラ
ス

片
が
車
内
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
の
で
不
用
意

に
乗
り
込
ま
な
い
。

●  

不
審
な
人
を
見
か

け
た
場
合
は
、
一

人
で
対
応
せ
ず
近

く
の
人
に
協
力
を

求
め
る
な
ど
し
、

不
審
者
の
人
相
や

特
徴
、
逃
走
車
両

の
車
種
・
車
両
ナ

ン
バ
ー
・
塗
色
等

を
警
察
に
通
報
す

る
。

17

身近な犯罪編



自
動
車
盗

自
動
車
盗

●  

自
宅
等
の
屋
内
や
道
路
な
ど
周
囲
か
ら
の
見

通
し
を
良
く
す
る
。

●  

敷
地
内
へ
の
侵
入
防
止
対
策
と
し
て
、
出
入

口
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
門
扉
を
取
り
付
け
る
。(

特

に
常
習
の
窃
盗
団
に
よ
る
犯
行
に
対
し
て
は
、

強
度
の
あ

る
門
扉
と

チ
ェ
ー
ン

ロ
ッ
ク
の

二
重
対
策

が
効
果
的

で
す
。)

●
外
出
先
や
作
業
現
場
で
の
対
策

●  

短
時
間
で
も
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず

エ
ン
ジ
ン
を
切
り
、
鍵
を
抜
い
て
ド
ア
ロ
ッ

ク
を
す
る
。(

買
物
や
送
迎
等
の
際
、
エ
ン
ジ

ン
を
か
け
た
ま
ま
車
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。)

●  

車
内
に
貴
重
品
、
荷
物
を
置
き
っ
放
し
に
し
な

い
。（
車
内
に
置
い
て
お
け
ば
大
丈
夫
と
過
信

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
財
布
や
バ
ッ
グ
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
車
内
放
置
は
、
車
上

ね
ら
い
等
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
。）

●  

駐
車
す
る
際
は
、
窓
は
完
全
に
閉
め
る
。(

窓

を
少
し
で
も
開
け
て
お
く
と
、
泥
棒
は
そ
の

隙
間
を
狙
い
ま
す
。)

●  

明
る
く
監
視
の
行
き
届
い
た
駐
車
場
を
選
ぶ
。

(

夜
間
照
明
の
な
い
駐
車
場
や
路
上
は
、
泥
棒

が
犯
行
し
や
す
い
環
境
で
す
。
駐
車
す
る
場

所
に
よ
っ
て
狙
わ
れ
や
す
さ
が
変
わ
り
ま
す
。)

手
口
と
現
状

本
県
に
お
け
る
令
和
５
年
中
の
自
動
車
盗
難
被

害
は
、１
９
１
件
で
、前
年
に
比
べ
て
42
件(

18.0
％)

減
少
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
鍵
を
付
け
た
ま
ま
で
盗
難
被
害
に

あ
っ
た
も
の
が
、
18
件
で
約
１
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
車
か
ら
離
れ
る
時
は
、
必
ず
鍵
を
抜
き
、
ド

ア
ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

盗
難
被
害
に
あ
っ
た
車
両
の
う
ち
、
乗
用
自
動

車
が
69.6
％
、
貨
物
自
動
車
が
12.0
％
で
、
建
設
用
重

機
や
農
耕
機
も
盗
難
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
盗
難
防
止
装
置
を
設
置
し
て
い
て
も
被
害
に

あ
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
多
く
が
常
習
の
窃

盗
団
に
よ
る
も
の
で
、
二
重
三
重
の
防
犯
対
策
を

と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

●
駐
車
場
対
策

●  

人
が
近
づ
く
と
点
灯
す
る
セ
ン
サ
ー
付
き
ラ

イ
ト
を
取
り
付
け
る
。

●  

外
灯
や
防
犯
カ
メ
ラ
を
取
り
付
け
る
。
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●  

貨
物
自
動
車
、
建
設
用
重
機
、
農
耕
機
は
、
工

事
現
場
や
畑
な
ど
に
放
置
せ
ず
、
車
庫
等
に

駐
車
し
て
、鍵
を
抜
い
て
保
管
し
て
お
く
。(

窃

盗
団
は
特
定
の
車
種
を
狙
う
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
同
一
地
域
か
ら
複
数
台
の
被
害
が
出
る

こ
と
も
あ
る
た
め
、
先
手
を
打
っ
た
防
犯
対

策
が
効
果
的
で
す
。)

●
愛
車
対
策

●  

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
装
着
す
る
。（
純
正
品
と
は
別
に
、

見
つ
け
づ
ら

い
と
こ
ろ
に

装
着
す
る
。）

●  

ス
マ
ー
ト
キ
ー
の
電
波
を
遮
断
す
る
。（
ス

マ
ー
ト
キ
ー
か
ら
発
せ
ら
れ
る
微
弱
電
波
を

悪
用
さ
れ
な
い

た
め
、
ス
マ
ー

ト
キ
ー
を
ア
ル

ミ
缶
な
ど
の
金

属
製
の
容
器
に

入
れ
て
保
管
し

ま
し
ょ
う
。）

●  

衝
撃
感
知
式
警
報
機
な
ど
、
盗
難
防
止
用
警

報
機
を
取
り
付
け
る
。

●  

ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
等
の
器

具
を
取
り
付
け
る
。

被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら

●  

速
や
か
に
警
察
に
通
報
し
、
被
害
を
届
け
出

る
。（
車
検
証
の
コ
ピ
ー
を
自
宅
に
保
管
し
て

お
く
。）

●  

追
跡
す
る
場
合
に
は
、
無
理
を
せ
ず
、
警
察

に
逃
走
方
向
を
知
ら
せ
る
。

●  

契
約
保
険
会
社
、
運
輸
支
局
な
ど
に
も
盗
難

の
連
絡
を
す
る
。
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自
転
車
盗
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗

自
転
車
盗
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗

● 

鍵
か
け
を
徹
底
す
る
。

自
転
車
を
止
め
る
と
き
は
、
短
い
時
間
で
も
必

ず
鍵
を
か
け
る
。

●  

鍵
は
２
つ
か
け
る
。

鍵
は
、
前
後
輪
の
片
方
に
か
け
る
だ
け
で
は
な

く
、
ワ
イ
ヤ
ー
錠
や
チ
ェ
ー
ン
錠
、
金
属
製
の

Ｕ
字
ロ
ッ
ク
な
ど
で
二
重
ロ
ッ
ク
を
心
が
け

る
。
ポ
ー
ル
な
ど
の
固
定
物
と
く
く
り
つ
け
る

と
効
果
的
。

●  

路
上
に
放
置
し
な
い
。

●  
防
犯
登
録
を
す
る
。

●
オ
ー
ト
バ
イ
盗

●  

短
時
間
で
も
オ
ー
ト
バ
イ
か
ら
離
れ
る
時
は

必
ず
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ

ク
を
か
け
る
。

●  

ワ
イ
ヤ
ー
錠
や
チ
ェ
ー
ン
錠
、
金
属
製
の
Ｕ

字
ロ
ッ
ク
な
ど
を
か
け
て
車
輪
を
回
転
で
き

な
く
し
た
り
、
ポ
ー
ル
な
ど
の
固
定
物
に
く

く
り
つ
け
る
と
効
果
的
。

被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら

●  

被
害
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
車
体
番
号
、
防

犯
登
録
番
号
を
確
認
し
、警
察
へ
届
け
る
。(

盗

難
に
備
え
、
あ
ら
か
じ
め
、
番
号
を
控
え
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。)

●  

盗
難
届
を
出
し
た
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
を

自
分
で
見
つ
け
た
と
き
は
、
警
察
に
連
絡
し

て
、
そ
の
後
の
対
応
を
確
認
す
る
。

手
口
と
現
状

●
自
転
車
盗

本
県
に
お
け
る
令
和
５
年
中
の
自
転
車
盗
難
被

害
は
、
１
，
５
４
８
件
で
前
年
に
比
べ
て
１
８
９
件

（
13.9
％
）
増
加
し
ま
し
た
。
被
害
に
遭
っ
た
自
転

車
の
69.5
％
が
鍵
を
掛
け
て
い
な
い
状
態
で
し
た
。

ま
た
、
駅
周
辺
で
の
被
害
が
多
く
、
被
害
者
の

68.3
％
が
学
生
（
小
・
中
・
高
・
大
・
専
門
）
で
、

そ
の
う
ち
約
６
割
が
「
高
校
生
」
で
す
。

●
オ
ー
ト
バ
イ
盗

本
県
に
お
け
る
令
和
５
年
中
の
オ
ー
ト
バ
イ
盗

難
被
害
は
78
件
で
前
年
に
比
べ
て
24
件
（
44.4
％
）

増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
鍵
を
付
け
た
ま
ま

で
被
害
に
あ
っ
た
も
の
が
26.9
％
で
し
た
。

鍵
を
抜
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
「
直
結
」
と
い
う

方
法
で
エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
、
盗
む
手
口
も
あ
り
ま

す
。被

害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

●
自
転
車
盗
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ひ
っ
た
く
り
・
恐
喝

ひ
っ
た
く
り
・
恐
喝

●
ひ
っ
た
く
り
に
遭
わ
な
い
た
め
に

▼
歩
い
て
い
る
と
き
は

●  

バ
ッ
グ
を
た
す
き
掛
け
に
す
る
。

●  

バ
ッ
グ
を
車
道
と
反
対
側
に
持
つ
。

●  

な
る
べ
く
歩
車
道
の
区
別
が
あ
り
、
人
通
り
の
多
い

明
る
い
道
路
を
通
る
。

●  

歩
車
道
の
区
別
の
無
い
道
路
で
は
周
囲
の
様
子
を
確

認
し
、
後
ろ
か
ら
オ
ー
ト
バ
イ
や
自
転
車
が
近
付
い

て
き
た
ら
、
バ
ッ
グ
を
し
っ
か
り
抱
え
、
道
路
の
脇

に
寄
っ
て
通
り
過
ぎ
る
ま
で
注
意
す
る
。

●  

夜
遅
く
な
る
と
き
は
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
利
用
す
る
。

●   

携
帯
電
話
を
使
用
す
る
際
に
は
、
周
囲
へ
の
注
意
を

怠
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

●  
貴
重
品
は
手
提
げ
袋
な
ど
に
入
れ
ず
、
身
に
着
け
る
。

▼
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
は

●  

自
転
車
の
前
カ
ゴ
に
は
防
犯
ネ
ッ
ト
を
取
り
付
け
る
。

防
犯
ネ
ッ
ト
は
、
自
転
車
販
売
店
や

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
で
購
入
で
き
ま

す
。
バ
ッ
グ
の
上
に
雑
誌
な
ど
を
載

せ
る
だ
け
で
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

●  

自
転
車
の
ハ
ン
ド
ル
に
バ
ッ
グ
の
持
ち
手
を
か
け
な

い
。(

ひ
っ
た
く
り
に
遭
う
リ
ス
ク
に
加
え
、
バ
ッ
グ

の
持
ち
手
が
絡
ん
で
転
倒
し
て
怪
我
を
負
う
な
ど
、

大
変
危
険
で
す
。)

●
恐
喝
に
遭
わ
な
い
た
め
に

●  

高
価
な
物
、
現
金
に
つ
い
て
は
目
立
つ
よ
う
な
方
法

で
持
ち
歩
か
な
い
。

●  

金
融
機
関
で
多
額
の
現
金
を
引
き
出
す
時
は
単
独
で

の
行
動
は
控
え
る
。

●  

遠
回
り
に
な
っ
て
も
暗
が
り
や
人
通
り
の
少
な
い
道

路
の
通
行
は
避
け
る
。

●  

不
審
な
人
が
一
定
の
距
離(

時
間)

を
置
い
て
つ
い
て

く
る
よ
う
な
場
合
は
、
店
舗
等
に
入
店
し
て
様
子
を

見
た
り
、
人
通
り
の
多
い
通
り
に
迂
回
す
る
。

●  

い
つ
で
も
使
え
る
状
態
で
防
犯

ブ
ザ
ー
等
を
携
帯
す
る
。

被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら

●  

大
声
で
叫
ん
だ
り
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
し
て
近
く

の
人
に
助
け
を
求
め
る
。

●  「
子
ど
も
安
全
協
力
の
家
」、「
か
け
こ
み
１
１
０
番
の

店
」
な
ど
へ
か
け
込
み
、
助
け
を
求
め
る
。

●  

で
き
る
限
り
犯
人
や
乗
り
物
の
特
徴
を
覚
え
、
す
ぐ

に
１
１
０
番
通
報
す
る
。

●  

カ
メ
ラ
や
カ
メ
ラ
付
携
帯
電
話
な
ど
を
持
っ
て
い
る

時
は
、
可
能
な
限
り
犯
人
や
犯
人
の
使
用
車(

交
通
手

段)

な
ど
を
撮
影
し
、
記
録
す
る
。

素
早
い
通
報
で
警
察
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
出
動
し
、
犯

人
検
挙
に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

手
口
と
現
状

●
ひ
っ
た
く
り

本
県
に
お
け
る
令
和
５
年
中
の
ひ
っ
た
く
り
被
害
は

２
件
で
、前
年
に
比
べ
て
３
件
（
60.0
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

バ
イ
ク
や
自
転
車
で
後
ろ
か
ら
近
づ
き
、
追
い
越
し

ざ
ま
に
歩
い
て
い
る
人
の
バ
ッ
グ
や
自
転
車
の
前
か
ご

か
ら
バ
ッ
グ
等
を
ひ
っ
た
く
る
手
口
が
発
生
し
て
い
ま

す
。金

融
機
関
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
駐
車
場
か
ら
後
を
付

け
て
、
人
通
り
の
少
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
犯
行
に
及

ぶ
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

犯
人
は
、
顔
が
分
か
ら
な
い
よ
う
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
っ
た
り
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
折
り
曲
げ
て
隠

し
た
り
し
ま
す
。

●
恐
喝

県
内
に
お
け
る
令
和
５
年
中
の
恐
喝
被
害
は
39
件
で

前
年
に
比
べ
て
３
件(

7.1
％)

減
少
し
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
等
の
荷
物
の
持
ち
方
や
、
周
囲
の
様

子
に
注
意
を
払
う
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
が
被
害

を
防
ぎ
ま
す
。
裏
通
り
や
夜
間
な
ど
は
、
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。
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痴
漢（
不
同
意
わ
い
せ
つ
）な
ど

痴
漢（
不
同
意
わ
い
せ
つ
）な
ど
子
ど
も
や
女
性
を

子
ど
も
や
女
性
を

対
象
と
し
た
犯
罪

対
象
と
し
た
犯
罪

し
く
は
P.25
へ)

次
の
よ
う
な
手
口
が
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

●
路
上
で
は

●  

道
を
聞
く
振
り
を
し
て
近

づ
き
、
路
地
裏
や
空
き
地

な
ど
に
誘
い
込
む
も
の
。

●  

物
陰
に
潜
ん
で
待
ち
伏
せ

し
、
通
り
が
か
っ
た
瞬
間

に
空
き
地
な
ど
に
引
き
込

む
も
の
。

●  

車
に
誘
い
込
ん
で
、
ひ
と
気
の
な
い
と
こ
ろ

ま
で
連
れ
去
る
も
の
。

●  
ひ
と
気
の
な
い
と
こ
ろ
ま
で
後
を
付
け
て
犯

行
に
及
ぶ
も
の
。

●
自
宅
等
で
は

●  

マ
ン
シ
ョ
ン
の
入
口
な
ど
で
待
ち
伏
せ
て
一

緒
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
込
ん
で
犯
行
に

及
ぶ
も
の
。

●  

高
層
階
で
も
ベ
ラ
ン
ダ
や
窓
か
ら
侵
入
す
る

も
の
。

●  

物
陰
に
潜
み
、
ド
ア
を
開
け
た
瞬
間
に
背
後

か
ら
押
し
こ
ま
れ
、
侵
入
さ
れ
る
も
の
。

●  「
隣
の
方
の
荷
物
を
預
か
っ
て
く
だ
さ
い
」、

「
あ
な
た
の
車
に
ぶ
つ
け
て
し
ま
っ
た
の
で
す

が
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
口
実
で
ド
ア
を
開

け
さ
せ
て
押
し
入
る
も
の
。

●
駅
・
電
車
内
・
店
舗
な
ど
で
は

●  

駅
、
デ
パ
ー
ト
の
階
段
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
、

書
店
や
コ
ン
ビ
ニ
等
で
背
後
か
ら
近
づ
き
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
ス
カ
ー
ト
内
を
盗
撮
す

る
も
の
。

●  

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
な
ど
で
、

待
ち
伏
せ
し
て
、
声
か
け
・
盗
撮
に
及
ぶ
も
の
。

●  

車
に
乗
車
す
る
際
や
信
号
待
ち
の
際
に
、
助

手
席
や
後
部
座
席
か
ら
乗
り
込
み
犯
行
に
及

ぶ
も
の
。

●  

電
車
内
で
、
混
雑
に
乗
じ
て
、
体
を
接
触
さ

せ
て
犯
行
に
及
ぶ
も
の
。

●  

駅
の
駐
輪
場
等
か
ら
後
を
付
け
て
犯
行
に
及

ぶ
も
の
。

　

性
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
処
罰
の
対
象
が
広

が
る
な
ど
の
大
幅
な
法
改
正
が
あ
り
ま
し

た
（
令
和
５
年
７
月
13
日
施
行
）。
詳
し
く

は
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
性
犯
罪
関

係
の
法
改
正
等
Ｑ
＆
Ａ
」
を

御
参
照
く
だ
さ
い
。h

ttp
s://

w
w
w
.m
o
j.g
o
.jp
/k
e
iji1
/

ke
iji1
2
_0
0
2
0
0
.h
tm
l

手
口
と
現
状

本
県
に
お
け
る
令
和
５
年
中
の
不
同
意
わ
い
せ

つ
被
害
は
67
件
、
前
年
に
比
べ
て
25
件
（
59.5
％
）

増
加
し
ま
し
た
。

「
声
か
け
」、「
つ
き
ま
と
い
」、「
公
然
わ
い
せ

つ
」
な
ど
の
「
子
ど
も
や
女
性
に
対
す
る
声
か
け

事
案
等
」
は
４
９
５
件
で
、
こ
の
う
ち
18
歳
以
下

の
子
ど
も
に
対
す
る
も
の
は
３
６
４
件
で
全
体
の

約
74
％
で
し
た
。

子
ど
も
へ
の
「
声
か
け
事
案
等
」
は
、
登
下
校

時
間
帯
に
路
上
で
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
登
下
校
時
間
帯
に
あ
わ
せ
て
散
歩
や

買
い
物
を
し
た
り
、
屋
外
の
作
業
を
実
施
し
た
り

す
る
「
な
が
ら
見
守
り
」
に
よ
り
、
子
ど
も
達
の

見
守
り
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。(

詳
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被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

●
路
上
で
は

●  

１
人
で
は
な

く
、
複
数
で

行
動
す
る
。

●  

遠
回
り
で
も
人
通
り
の
多
い
道
や
街
灯
の
あ

る
明
る
い
道
を
選
ん
で
通
る
。

●  

常
に
周
囲
の
状
況
を
確
認
す
る
な
ど
警
戒
し

て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

●  

歩
行
中
や
自
転
車
に
乗
り
な
が
ら
イ
ヤ
ホ
ン

で
音
楽
を
聴
い
た
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
た
り
し
な
い
。(

後
ろ
か
ら
付
け
ら
れ
、

接
近
さ
れ
て
も
気
付
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
交

通
事
故
等
の
原
因
に
も
な
り
危
険
で
す
。)

●  

防
犯
ブ
ザ
ー
等
の
防
犯
グ
ッ
ズ
を
い
つ
で
も

使
え
る
状
態
で
携
帯
す
る
。

●  

不
審
な
人
が
い
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
、
人

通
り
の
多
い
と
こ
ろ
へ
移
動
す
る
。

●  

万
が
一
の
た
め
、
避
難
で
き
る
交
番
等
の
場

所
を
確
認
し
て
お
く
。

●
自
宅
で
は

●  

周
り
を
良
く
確
認
し
て
か
ら
玄
関
の
鍵
を
開

け
る
。

●  

一
人
暮
ら
し
の
人
や
家
族
が
不
在
の
と
き
も
、

帰
宅
時
に
は
、
玄
関
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
し
て
か

ら
鍵
を
開
け
た
り
、「
た
だ
い
ま
」
と
言
い
な

が
ら
家
に
入
る
な
ど
、
家
族
が
い
る
よ
う
な

ア
ピ
ー
ル
を
す
る
。

●  

家
の
中
に
入
っ
た
ら
、
ド
ア
を
閉
め
る
と
同

時
に
玄
関
の
鍵
を
か
け
る
。

●  

窓
や
ベ
ラ
ン
ダ
の
戸
を
開
け
た
ま
ま
で
寝
な

い
。

●  

お
風
呂
に
入
る
と
き
、
寝
る
前
に
は
、
玄
関

や
窓
の
鍵
を
確
認
す
る
。

●  

高
層
階
に
住
ん
で
い
て
も
、
窓
の
鍵
を
必
ず

か
け
る
。

●  

ゴ
ミ
出
し
等
、
少
し
の
間
で
も
玄
関
の
鍵
を

か
け
る
。

●  

ド
ア
ス
コ
ー
プ
な
ど
で
相
手
を
確
認
し
、
見

知
ら
ぬ
訪
問
者
に
は
、
ド
ア
チ
ェ
ー
ン
を
掛

け
た
ま
ま
ド
ア
越
し
に
応
対
す
る
。

●  
ベ
ラ
ン
ダ
に
洗
濯
物
を
干
す
際
は
、
通
り
か

ら
目
立
つ
位
置
に
長
時
間
干
さ
な
い
よ
う
に

す
る
な
ど
女
性
の
一
人
暮
ら
し
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
れ
な
い
よ
う
注
意
を
払
う
。

●  

普
段
か
ら
良
好
な
近
所
付
き
合
い
を
し
て
、
何

か
あ
っ
た
と
き
に
は
助
け
を
求
め
ら
れ
る
よ

う
な
環
境
を
つ
く
る
。

●
駅
・
電
車
内
・
店
舗
な
ど
で
は

●  

階
段
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
な
ど
で
は
、
背
後

に
不
審
な
人
が
い
な
い
か
確
認
す
る
。

●  

混
雑
し
て
い
る
電
車
内
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
な

ど
で
は
、
バ
ッ
グ
な
ど
を
利
用
し
て
、
身
体

を
守
る
。

●  

車
は
、
明
る
い
と
こ
ろ
に
駐
車
し
、
離
れ
る
と

き
に
は
短
時
間
で
も
必
ず
鍵
を
か
け
る
。
乗

車
す
る
際
は
周
り
に
不
審
な
人
が
い
な
い
か

確
認
し
、
乗
車
し
た
ら
す
ぐ
に
鍵
を
か
け
る
。

被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら

●  

身
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
考
え
、
と
に

か
く
大
声
で
助
け
を
叫
び
、
走
っ
て
逃
げ

る
。

●  

防
犯
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
す
。

●  「
子
ど
も
安
全
協

力
の
家
」、「
か
け

こ
み
１
１
０
番
の

店
」
な
ど
へ
か
け

込
み
、
助
け
を
求

め
る
。

●  

相
手
の
特
徴
を
で
き
る
だ
け
覚
え
、
安

全
な
場
所
か
ら
１
１
０
番
通
報
を
す
る
。

（
素
早
い
通
報
で
、
更
な
る
被
害
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。）
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◯ぐんまちゃんと学ぼう! 防犯ブザーをならしてにげる◯

○子どもの防犯～「いかのおすし」デジタル紙芝居編～○
いかのおすしとは子どもの安全のために守ってもらいたい

5つの約束の頭文字をとった安全標語です。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
に
お
け
る
注
意
点

○
個
人
情
報
漏
洩
に
注
意
す
る
。

実
名
や
住
所
、
学
校
名
な
ど
、
個
人
の
特
定
に
つ
な
が
る
よ
う
な
情
報
を
投
稿

し
な
い
。 

ま
た
、
外
出
先
で
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
投
稿
は
、
留
守
中
で
あ
る
こ
と
を
知
ら

せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
注
意
。 

○
誹
謗
・
中
傷
に
あ
た
ら
な
い
か
注
意
す
る
。

一
度
投
稿
し
た
内
容
を
完
全
に
削
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

相
手
を
攻
撃
し
た
り
、
他
人
を
傷
つ
け
た
り
す
る
投
稿
は
し
な
い
。

現
実
世
界
と
同
じ
よ
う
に
ル
ー
ル
や
モ
ラ
ル
が
大
切
。

○
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
儲
け
話
に
注
意
す
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
知
り
合
っ
た
者
か
ら
「
必
ず
儲
か
る
」「
簡
単
に
稼
げ
る
」
な
ど
の

勧
誘
に
の
り
、
投
資
や
副
業
を
始
め
る
と
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

儲
け
話
は
詐
欺
を
疑
い
、
勧
誘
を
断
る
。

○
犯
罪
へ
の
加
担
に
注
意
す
る
。

「
高
額
報
酬
」「
誰
に
で
も
で
き
る
簡
単
な
仕
事
」
な
ど
の
募
集
は
、
詐
欺
の
受

け
子
や
強
盗
の
実
行
役
な
ど
の
犯
罪
に
加
担
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
闇
バ
イ
ト
」
募
集
は
無
視
す
る
。 

ヘ
ル
プ
ミ
ー
ハ
ン
ド
サ
イ
ン

　

言
葉
で
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
な
ど
に
有
効
的
で

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

サ
イ
ン
の
や
り
方

①
親
指
を
手
の
ひ
ら
の
上
に
お
り
、
４
を
作
る

②
そ
の
ま
ま
親
指
を
握
り
『
グ
ー
』
を
作
る

周
り
に
い
る
方
が
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
ら
、
声
を
か
け
る
又
は
１
１
０
番
通
報
す
る

な
ど
、
積
極
的
な
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

24

身近な犯罪編



地
域
住
民
に
よ
る
自
主
防
犯
活
動
　

地
域
住
民
に
よ
る
自
主
防
犯
活
動
　

気
楽
に
・
気
長
に
・
危
険
な
く

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

犯
罪
者
は
「
声
を
掛
け
ら
れ
る
こ
と
」
を
何
よ

り
嫌
い
ま
す
。
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
高
い
防

犯
意
識
を
持
ち
、
連
帯
し
て
活
動
す
る
こ
と
で
、

犯
罪
者
を
近
づ
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
大
変
効
果
的

で
す
。

主
に
通
学
路
な
ど
で
の
子
ど
も
の
見
守
り
活
動

や
徒
歩
で
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
青
色
回
転
灯

を
装
備
し
た
車
両
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
（
青

色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
）
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
を

通
じ
て
住
民
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
醸
成
さ

れ
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
安

全
確
保
と
非
行
防

止
に
も
大
き
な
力

と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
が
犯
罪
に
遭
い
や
す
い
の
は
「
入
り
や

す
い
場
所
＋
見
え
に
く
い
場
所
」
で
す
。

　

具
体
的
に
は
・
・
・

●  

塀
や
生
け
垣
が
高
く
、
人
の
目
が
届
か
な
い

道
路
・
公
園
・
駐
車
場
な
ど

●  

落
書
き
や
ゴ
ミ
が
放
置
さ
れ
て
い
る
場
所
・

管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
地
な
ど

●  

不
特
定
多
数
の
人
が
集
ま
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
な
ど

※
周
囲
の
監
視
が
届
き
に
く
か
っ
た
り
、
関
心

が
少
な
い
場
所
は
、
犯
罪
が
発
生
し
や
す
い
危
険

の
高
い
場
所
で
す
。

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
着
眼
点　

●  

防
犯
灯
の
故
障
や
整
備
の
必
要
な
場
所
は
な

い
か
。

●  

見
慣
れ
な
い
人(

車)

は
い
な
い
か
。

●  

留
守
宅
に
不
審
な
人(

車)

は
い
な
い
か
。

●  

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
見
て
、
立
ち
去
る
人

(

車)

は
い
な
い
か
。

●  

駐
車
場
で
は
車
の
陰
に
人
が
い
な
い
か
。

な
が
ら
見
守
り　

 

子
ど
も
た
ち
へ
の
見
守
り
の
担
い
手
を
増
や
し
、

犯
罪
に
対
す
る
監
視
の
目
を
強
化
す
る
た
め
、
多

様
な
世
代
や
事
業
者
が
日
常
活
動
の
機
会
に
気
軽

に
実
施
で
き
る
「
な
が
ら
見
守
り
」
も
犯
罪
抑
止

に
は
効
果
的
で
す
。

●「
な
が
ら
見
守
り
」の
例

● 

犬
の
散
歩
を
し
な
が
ら
見
守
る

● 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
見
守
る

● 

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
な
が
ら
見
守
る

●  

自
転
車
に「
パ
ト
ロ
ー
ル
中
」等
の
プ
レ
ー

ト
を
付
け
て
移
動
を
し
な
が
ら
見
守
る

● 

農
作
業
を
し
な
が
ら
見
守
る

● 

花
の
水
や
り
・
手
入
れ
を
し
な
が
ら
見
守
る

● 

業
務
を
行
い
な
が
ら
見
守
る

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
（
＝
犯
罪
が
起
こ
り
や
す
く
、

危
険
な
場
所
。「
入
り
や
す
い
場
所
＋
見
え
に
く

い
場
所
」）
に
一
定
時
間
（
15
分
以
内
）
と
ど
ま

り
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
重
点
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル

す
る
。
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地域で子どもたちを見守りましょう。

電話番号ガイド
24時間受付窓口

緊急を要さない警察への各種相談は
●警察安全相談室 ･･･････････････････････  027-224-8080
　　　短縮ダイヤル･･･････････････････････････････ ♯ 9110
●犯罪被害者相談 ･･･････････････････････  027-221-7777
●性犯罪被害相談電話（ハートさん） ･････････････ ♯ 8103
　　　フリーダイヤル ･･････････････････  0120-271-110
●暴力団犯罪等に関する相談 ･･･････････  027-254-1100

各相談窓口
●消費者ホットライン ････････････････････････････････  188
　（お住まいの地域の相談窓口をご案内します）
●群馬県消費生活センター ･････････････  027-223-3001
　月～金曜：9時～16時 30分
　土曜：9時～12時／13時～16時 30分
　日曜、祝日、年末年始は休み
●群馬県女性支援相談センター
　（配偶者暴力相談支援センター） ･･････  027-261-4466
　月～金曜：９時～19時30分
　土曜：10時～17時
　日曜：13時～17時
　祝日、年末年始を除く
●群馬県警察女性相談者専用電話 ･････  027-224-4356
　平日：8時30分～17時 15分
●少年サポートセンター ･････････････  027-289-6610
　（少年についての相談）
　平日：8時30分～17時 15分
●群馬県警察聴覚障害者 Fax 相談 ････  027-224-8888

各警察署等
警察本部 ･････････････････････ 027-243-0110
前橋警察署 ･･･････････････････ 027-252-0110
前橋東警察署 ･････････････････ 027-225-0110
高崎警察署 ･･･････････････････ 027-328-0110
高崎北警察署 ･････････････････ 027-371-0110
藤岡警察署 ･･･････････････････ 0274-22-0110
富岡警察署 ･･･････････････････ 0274-62-0110
安中警察署 ･･･････････････････ 027-381-0110
伊勢崎警察署 ･････････････････ 0270-26-0110
太田警察署 ･･･････････････････ 0276-33-0110
大泉警察署 ･･･････････････････ 0276-62-0110
館林警察署 ･･･････････････････ 0276-75-0110
桐生警察署 ･･･････････････････ 0277-43-0110
渋川警察署 ･･･････････････････ 0279-23-0110
沼田警察署 ･･･････････････････ 0278-22-0110
吾妻警察署 ･･･････････････････ 0279-68-0110
長野原警察署 ･････････････････ 0279-82-0110

聴覚・言語に障害がある方のための110番
（Fax110番） ･･････････････････ 0120-578-110
Fax110番での記載事項
・いつ、どこで
・何があったか、どんな様子か
・犯人を見ているか、犯人の服装、乗り物、逃げた方向は
・あなたのお名前と住所、連絡先は（どこで警察官を待っているか）

群馬県生活こども部消費生活課　消費者支援・防犯係
〒371-8570 群馬県前橋市大手町一丁目１番１号
電話 027-226-2355　FAX 027-223-8100
ホームページ　https://www.pref.gunma.jp

群馬県警察本部生活安全部生活安全企画課
〒371-8570 群馬県前橋市大手町一丁目１番１号
電話 027-243-0110（代表）
ホームページ　https://www.police.pref.gunma.jp

本誌に関する問い合わせ先

発行   群馬県     〈令和６年９月発行〉

ホームページURL
https://mapping-gunma.pref.gunma.jp/pref-gunma/portal
群馬県内における犯罪相談、不審者情報等が確認できます。

統合型地理情報システム
マッピングぐんま

スマートフォンサイト

群馬県警察では、電子メールを利用して不審者情報などの県内の安全等に関する情報を配信しています。
配信を希望される方はぜひ登録してください。
★PCの場合は、群馬県警察ホームページから登録してください。
県警ホームページ https://www.police.pref.gunma.jp

上州くん安全・安心メール

スマートフォン（携帯電話）の方は
右のQRコードから→
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